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質問議員 質問番号 質問事項 質問枝番 質問要旨

1 1 1

2

3

2 1

2

3 1

2

2 山野智彦 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

2 1

2

3

4

5

6

藤原義春

一問一答
方式

空家等対策協議会の発足予定、審議予定。

現状の問題点、課題点、限界点は。

空き家等の利活用の町内事例、参考となりそうな先進事例は。

伊奈町の地震と耐
震シェルター等補
助事業について

耐震シェルター等補助事業を周知するために、どういうことを
考えているか。

介護の人材不足に対応し、介護予防・日常生活支援総合事業が
スタートしていると聞いているが、その背景にある考えと事業
内容と現状について説明してほしい。

この事業以外に、介護の人材不足への対応策はあるか。

綾瀬川の管理は埼玉県になると思うが、上記のようなことが起
きている場合、埼玉県と伊奈町との連携はどうなっているか。

空き家と把握している軒数は。

特定空家等への固定資産税の特例措置の解除の実施軒数は。

空き家の譲渡所得の特別控除の適用軒数。

町として固定資産税を逸失している空き家、空き地の件数と金
額。

管理不全と認識している軒数、特定空家等に指定を検討してい
る軒数、指定した軒数。

綾瀬川の土手（栄四・五丁目エリア）に大きな木が生えており､
そのままになっているが、認識しているか。

令和６年第２回伊奈町議会（定例会）

伊奈町の地震には、綾瀬川断層と深谷断層が影響すると考えら
れるが、今後、地震が発生する可能性がどの程度あると捉えて
いるか。また、その対応策は、どうなっているか。

伊奈町は、耐震シェルター等補助事業を予算に組み入れている
が、耐震診断・耐震改修・耐震シェルター設置についての補助
内容を説明してほしい。そして、その理由についても説明して
ほしい。

特定空家等への助言、指導、勧告、命令、行政代執行の各実施
件数は。

町の実態把握の方法は。

町の基本的な対策の方針は。

空き家対策等の推進条例の検討は。

諸外国との比較で、土地所有権についての考え方に見直しが必
要かもしれない。協議会において協議検討してはどうか。

空き家バンクの登録数と実績は。

介護の人材不足へ
の対応について

綾瀬川の維持管理
について

町の「空き家、空
き地」の軒数や特
定空家等への指定
等の現状について

「空き家、空き地
」の対策と今後の
課題対応について
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2 山野智彦 3 1

2

3

4

5

6

7

3 大沢淳 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

2 1

2

4 仲島雄大 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

同様に令和４年９月定例会において「時代の潮流に即した新た
な研修の検討、職員の持てる能力が最大限に発揮でき、実効性
を上げることができるよう能力開発に取り組む」とあるが、令
和６年度にはどの様に反映させているかの説明を求む。

令和４年度人材育成事業の予算執行率が約４１．６％であった
が、その反省点を令和６年度にはどの様に反映させたかを問う｡

現在の支援員に対する評価は。

過去に立候補した他の自治体とも連携し、公費負担分の請求内
容については、実態調査等を厳格に行うべきではないか。

数多い立候補先に、共通する特徴はあるか。

選挙ポスター、選挙はがき等は、他の市町村とほぼ同じもので
あったことを把握しているか。

選挙費用の公費負担分の請求はあったか。

令和４年９月定例会において「今後ますます複雑化する行政課
題に対し的確な行政サービスをいかに提供できるか、また各課
における組織目標や方向性を職員一人一人といかに共有するか
という能力の育成が課題である」とあるが、その課題改善状況
の説明を求む。

求める人物像へ成長してもらうために実施している既存の人材
育成(教育)制度について問う。

町独自の「職員研修計画」を作成しているかを問う。

北足立北部共同研修会や彩の国さいたま人づくり広域連合で実
施してる研修等で不足していると判断する内容についてはどの
様に補っているかを問う。

法律改正等により制度が複雑化し、専門性が高くなっているが､
各課で必要な国家資格等を具体的に把握しているかを問う。

町が望む人材とはどの様な人物像なのかを伺う。

児童クラブへの指
定管理者制度の導
入

現状の課題と目的、効果。

指定管理委託料と受託事業者の利益。

導入にあたって職員や保護者、児童からのヒアリングと参画。

問題が起きた際の町と指定管理者の責任や対応。

支援員の配置と雇用や処遇への影響。

どのようなルールが規定されているのか。

現在起きている諸課題とその解決に向けて。

他の市町村を含めた立候補の実態、経歴はどのようなものと把
握しているか。

町長選挙での他県
からの立候補者の
実態や目的につい
て

期日前投票、投票日までに、特異な立候補状況が公開されてい
ないことは問題。改善の方策はどうか。

首長選挙制度の個人的利用、被選挙権の濫用とも思える立候補
を、今後抑止するには、どのような制度改正、運用改正が考え
られるか。

ごみ集積所の設置
、運用・管理

町にとって最も重
要な行政資源であ
る職員が学び続け
る事ができる教育
研修制度について
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4 仲島雄大 2 1

2

3

4

5

6

7

8

5 戸張光枝 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

2 1

2

3

4

3 1

2

6 川内雅人 1 1

一問一答
方式

2

3

使用済み紙おむつの処理について保育現場の現状は。

ＡＹＡ世代のがん患者への在宅療養支援について、事業化は。

過去１年の施設の利用状況は。

若年層の退職を防止するには、どの様な取組が必要と考えるか｡

退職回避に繋がる可能性があると言われているキャリアパス制
度導入についての町の見解を問う。

現行の生ごみ処理容器等購入費補助事業の実績と課題は。

施設の利用料金収入は。

過去５年間の普通退職者推移を伺う。

若年層職員のやる気を育てる仕組みづくりを検討したことはあ
るか。

風通しが良い環境整備としてどの様なことを意識し取り組んで
いるかについて問う。

若年層の普通退職者が増加している要因はどの様なことと捉え
るか。

町は、若年層が退職する理由を把握しているのか。

キャッシュレス決済非対応事業所の主な理由は。

町の地域通貨である、お買物券の現状と課題は。

若手職員の退職者
数増加等を踏まえ
た若手職員成長支
援について

クリーンセンターに搬入される可燃ごみに含まれる生ごみの量
は。

保育所や給食センターにおいて出される生ごみの量と想定され
る二酸化炭素の排出量は。

ごみの減量化のた
め使用済み紙おむ
つの資源化と各保
育所や町内事業所
等への生ごみ処理
容器等導入促進を

商店街活性化のた
めにデジタル化対
応推進と地域通貨
のさらなる利便性
向上のためにデジ
タル地域通貨導入
を

ハラスメントでの退職が社会問題となっている状況を踏まえ、
上司に相談ができない内容等について対応できる体制は整って
いるのかを問う。

使用済み紙おむつの再資源化で温水プールの検討状況は。

アピアランスケア
とＡＹＡ世代のが
ん患者の終末期の
看取り支援は

町内飲食店の生ごみ処理容器等導入の現状把握は。

がん患者の心の支援と経済的支援のためアピアランスケア助成
事業の展開は。

デジタル地域通貨導入についてご見解は。

町営スポーツ施設
に関して

事業系生ごみ処理容器等を購入する場合に助成金を交付してい
る自治体は。

町内の学校施設や公共施設で生ごみ処理容器等を設置している
箇所は。

町制施行記念公園第一野球場の排水改良は。

県の補助事業ＤＸ推進補助金に対する周知方法等取り組みは。
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6 川内雅人 2 1

2

3

4

7 武藤倫雄 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

2 1

2

3 1

2

3

8 五味雅美

一問一答
方式

1 1

2

3

4

2 1

2

3

9 木俣美千代 1 1

一問一答
方式

2

海外の自治体と友好都市を結ぶ考えは。

外構その他について、樹木の管理、舗装の陥没、駐輪場の屋根
の歪み、またプールが使えない状態になっているが、これらへ
の対策を。

体育館について
①雨漏りや雨の吹き込みがあり、その影響で床、壁、天井など
　が損傷している。また壇（ステージ）の照明や天板が無い、
　壇床下の収納庫の戸や窓金具などが損傷している。その他に
　防音対策が求められている。これらへの対策を。
②町が今年度実施する学校体育館の調査項目は。

選抜方法の変更内容はどうか。

町立の各中学校の対応はどうか。

町の教育行政において、個人情報保護法が定める提供された個
人情報の利用目的の特定と明示の実施状況はどうか。

県道８７号上尾久喜線の「羽貫駅入口」交差点に歩行者用信号
機の設置を。

小中学生対象の地域スポーツクラブの現状は。

南小の体育館の床の改善について。

四月の町長選挙で北部・中部・南部の地域別・年代別の投票率
はどうか。

町立学校の部活動設置の基準は。

期日前投票をしや
すい環境整備につ
いて

中学校で英語学習の意欲向上のために取り組んでいることと課
題は。

同選挙で期日前投票の北部・中部・南部の地域別投票率はどう
か。

ＩＣＴ環境について、Ｗｉ－Ｆｉの容量不足が生じている。ま
たタブレットが劣化している。この対策を。

校舎外壁塗装の剥がれ、また玄関ドアの故障、給食搬入口排水
溝の詰まりなどが起きているが、これらへの対策を。

中学校の部活動に
ついて

町立小中学校児童
生徒の情報漏洩リ
スクついて

令和９年度埼玉県
公立高等学校入学
者選抜方法の変更
について

契約上、委託事業者が取得した情報を利用できる利用目的と対
象の情報はどうか。

町内外の学校との合同クラブの組織状況は。

小針中学校の設備
改善を

交通安全対策推進
を

南部にも期日前投票所を設置してはどうか。

授業支援ソフトや校務支援システム等で委託事業者が取得可能
な児童生徒の情報は何か。

ネットパトロールで閲覧した情報および町に通報された情報の
秘密保持はどうか。

町の教育行政および委託事業者における情報の安全管理措置と
セキュリティ対応の状況はどうか。

細田山のいな穂街道に横断歩道の設置を。

横断歩道等の道路標示の補修を。

中学生に国際交流
の経験を
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9 木俣美千代 1 3

4

2 1

2

3

4

3 1

2

3

4 1

2

3

4

10 大野興一 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2 1

2

3

4

町内に同行援護を求めている視覚障がい者数は。

視覚障がい者の同行援護を行える事業者数は。

「夢のある農業」とは。

農地の区画拡大、集約化の進捗状況及び農道の整備状況は。

視覚障がい者の同
行援護について

視覚障がい者の同行援護について、昨年度の実績は。

町として視覚障がい者に対する積極的な援助は。

老朽化や故障などによる公園のベンチと遊具の撤去状況は。

みどり認定、Ｓ－ＧＡＰとはどのようなものか。取得した例は
あるのか。

新たな推奨作物の栽培支援、今後の展望は。

今後の更新計画は。

寄附による公園づくり等の課題と見解は。

インクルーシブ遊具設置の課題と見解は。

中学生が国際交流をするメリットは。

寄附によるベンチ
や公園遊具などの
設置を

早期発見につながる脳とからだの健康チェックの実施の見解は｡

農地法の一部改正と今後の影響。

認知症予防と理解
を深める

改定された農業戦
略マスタープラン
について

認知症に対する正しい理解を深めるための広報活動は。

レンゲ草やコスモスなどの景観・緑肥作物の栽培の推奨の現状
は。

６次産業化の進捗状況と今後の展望。

認定農業者の支援は具体的にどのように行われているか。過去
の実績等を踏まえて。

農地の防災空間としての役割を具体的にどのように想定してい
るか。

食料自給率、食料安全保障のためにも米作農業の推進が必要と
思うが、今後の展望は。

子育てと仕事の両
立支援を

子どもが最後に家を出る家庭の把握は。

朝、児童を預かる事業の見解と課題は。

認知症の人への理解を深めるための体験型講座の必要性と実施
の見解は。

ケア技法「ユマニチュード」講演会開催の見解は。

中学生の海外研修交流事業の見解は。

中学生に国際交流
の経験を

町として「小１の壁」の認識は。
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11 栗原惠子 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

2 1

2

3 1

2

3

4 1

2

3

4

12 冨井篤弥 1 1

一問一答
方式

2

3

4

埼玉県が募集している地域防災サポート企業は現在伊奈町内の
２社のみであるが、伊奈町として登録周知はしているのか。

ヤングケアラー、
若者ケアラーの課
題解決に向けて

伊奈町制施行記念
公園の環境整備と
安心安全な公園づ
くりについて

公園内にある老朽化したトイレを和式トイレから洋式トイレへ
改修するお考えは。

強風後に樹木から垂れ下がる枯れ枝対策は。

現在、公園内には美観を著しく損ねる落書きが数か所見受けら
れるが対策は。

５つの心構えに基づいて行った昨年度の防災訓練の成果はどう
評価しているか。

情報収集には、携帯電話があるが、使用できない場合に、災害
用に衛星携帯電話の導入をしたらどうか。

埼玉県主催の市町村長対象の防災研修があったが、その内容を
どう危機管理対策に活かしたか。また、町長および職員の研修
状況は。

危機管理に係る人的連携はどうか。人事交流など。

災害協定について

若者ケアラーについては、町はどのような支援体制を現在構築
しているか。

ヤングケアラーから若者ケアラーに移行した場合の現在の町の
対応を伺う。

若者ケアラーの課題解決に向けて、町内の事業所と連携して支
援体制を構築していく考えはあるか。

災害協定について激甚災害等甚大な災害が発生した時には、官
だけの対応力では限界があるため、民間にご協力を頂くことが
不可欠なことから、毎年締結内容の見直しや継続の有無を確認
しているのか。

ヤングケアラーと若者ケアラーの違いについて町の認識を伺う｡

災害はいつ何時起こるかわからないという点を重視し、職員の
勤務時間中であるかどうかを問わず、実際に災害を想定した、
より実践的な参集時間や対策本部の立ち上げの訓練をすべきで
はないか。

災害時における物
資搬送等について

緊急支援物資の搬送はどのような計画になっているのか。

東日本大震災や能登半島地震のような激甚災害がおきた場合を
想定して仮設住宅の設置場所として旧伊奈病院の跡地を利用し､
防災拠点となるような計画をたてるのはどうか。

新庁舎に災害・防災を意識したスペースを確保するなど具体的
な構想は。

公園内散策路および歩道を歩くと散見される危険箇所の改善は｡

昨年度の防災訓練の成果を踏まえて、今年度の防災訓練は、ど
のような構想に基づいて行うのか。

危機管理の最高責任者は町長であるが、どんなことを最重要事
項においているのか。

災害対策本部立ち上げに際し、誰がどのような行動をとるかが
明記されたタイムラインは存在しているのか。

災害における町長
の危機管理につい
て

6



12 冨井篤弥 2 1

2

13 髙橋まゆみ 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

2 1

2

14 青木久男 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

15 上野尚德 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

9

各区による１世帯あたりの区費等納入額の違いはどうか。

行政区の現状と課
題について

区の役目・必要性は。

長寿クラブの現状はどうか。

自主防犯組織の現状は。

各区における防災訓練の実施状況は。

加入状況はどうか。

会員数の減少にともない社会福祉協議会の運営に与える影響は
どうか。

調整池の管理、活用方針について現在の町の考えを伺う。

中部第１号、第２号、第３号、第４号調整池を公園として活用
することは研究、検討されているか。

町民から期待される温水プールの併設についての見解は。

４月実施の説明会での質疑・答弁並びに主な意見の内容はどう
か。

部活動における教員以外の指導者（県、町、そのほか）の現状
と手当の状況、財源は。

計画作成に先立つアンケート等はどのように反映されたか。

計画における主な視点と取組を伺う。

高齢化が進む中ではあるが、適切かつ効果的な取組により要介
護（要支援）認定率を下げるか、少なくも現状維持が理想であ
る。近隣市と県平均、町の状況はどうか。

防災機能とともに
、楽しめる調整池
の整備を

当初の計画はどのように変更されてきたか。

計画変更や新たな決定事項の周知はどうしているか。

現在の工事進捗状況及び完成年度はいつか。

上尾伊奈ごみ広域
処理施設整備に関
する隣接地や道路
整備を含めた全体
像について

進捗状況は。

新学習指導要領で町の教育はどのように変わったのか。

新学習指導要領による成果、手応えは。

中学校にとっての部活動の立ち位置は。

教職員にとっての部活動の立ち位置は。

新たな取り組みに取り残されている子どもはいないか。

今後、町の教育はどのように進んでいくのか。

原市沼川の調節池
上の池について

４月からの第９期
介護保険事業計画
について

部活動に関する保護者の負担と町や学校等からの補助の状況は｡

教職員は部活動指導をどのようにとらえているのか。

大変革期。学校は
、部活動は、どの
ように移り変わっ
ていくのか
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子どもたちの部活動に対する思いをどのように感じ、受け止め
ているのか。

今後、町立中学校は、部活動を続けていくのか。

将来を担う子どもたちへの教育に対する予算は十分に配分され
ているのか。

地域、経済界、地元団体、幼稚園や塾などを含めた民間事業者｡
新しい時代を力強く切り開く人間を育てるために、今、私たち
は伊奈町の子どもたちに何ができると考えるか。

部活動の活動時間はどのようになっていくのか。過去との比較
は。

大変革期。学校は
、部活動は、どの
ように移り変わっ
ていくのか
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